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本日の内容

1. 登録理学療法士とは

2. 前期研修

3. 後期研修

4. 認定理学療法士、専門理学療法士

5. 総括



登録理学療法士とは

「理学療法士」の仕事が生まれて50年以上が経過し、2022年よりリニューアル

された生涯学習制度が始まりました。

今まで以上に国民に対して専門職の質を保証するために、「5年ごとの更新制」

を取り入れることで、生涯にわたり知識・技術の維持・向上が可能となる制度

設計を行っています。

我々には専門職として、自己研鑽を含めた生涯学習を継続して行う責務があり

ます。更なる会員の質の向上をめざしていくために学習に取り組んでください。





生涯学習制度の第1の目標：登録理学療法士

条件

① 理学療法士として５年以上の実践経験を有する者

② 日本理学療法士協会が定めた150時間以上のカリキュラム

を終了した者

前期研修
（最短2年間）

後期研修
（最短3年間）

登録理学療法士





卒前教育との関係

「理学療法士作業療法士学校養成施設指定規則」：2020年入学者以降

【臨床実習】

①総単位数の増加

②臨床実習指導者要件が変更

③診療参加型臨床実習

「基本的理学療法を助言・指導を受けながら行えること」

• 卒業時の学生のスキル⇔乖離⇔新人に求めるスキル

• 新人理学療法士職員研修が実施されていない場合、新人職員が職場に上手く適応

できず → 休職や早期離職の⼀因となる可能性



前期研修A・B・C

・入会初年度は9月以降に受講
・すべてeラーニング
・履修順序は問わない
・費用：無料
・申込：必要



前期研修D‐1：イ・ロ、2：実地研修



https://www.japanpt.or.jp/assets/pdf/pt/lifelonglearning/introeduprogram/education_training/training_guidelines_201111.pdf


履修区分の確認方法



履修区分の確認方法



履修区分の確認方法



履修区分の確認方法



履修区分の確認方法



前期研修（D-２）の受講



前期研修（D‐２）の受講：見学研修

①見学希望施設の検索

②見学受入希望を申請

③見学受入担当者の日程調整

④見学研修を受講

⑤見学研修の修了

見学施設⼀覧
271施設（2026年4月1日時点）

https://www.japanpt.or.jp/pt/lifelonglearning/asset/pdf/kengakuukeire_20260401.pdf


神奈川県 見学受入施設 15施設

• 麻生リハビリ総合病院

• くにもとライフサポートクリニック

• 横浜市スポーツ医科学センター

• 北新横浜整形外科・外科

• センター南GOTOクリニック

• 横浜たまプラーザ運動器スポーツクリニック

• 横浜新緑総合病院

• 秋山脳神経外科病院

• 吉田整形外科

• イムス横浜旭リハビリテーション病院

• 神奈川リハビリテーション病院

• 平成横浜病院

• ハートフル瀬谷

• 湘南鎌倉総合病院

• ふらっと



前期研修（D‐２）の受講：見学研修
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前期研修（D‐２）の受講：見学研修
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前期研修（D‐２）の受講：見学研修



前期研修（D‐２）の受講：eラーニング

• 最大 31コマ/32コマが履修可能（31コマ＝7.5 時間相当）

• 残る１コマ： 「他施設での見学研修」もしくは「症例検討会の聴講」

• 受講順序の指定はないが継続した内容のため、順番に視聴することを推奨

• 視聴確認のための各テストがあり、正解したらコマは修了となる

• 正解するまでチャレンジすることができる（解答回数制限なし）



前期研修（D‐２）の受講：eラーニング

コンテンツ内容：全31コマ



前期研修（D‐２）の受講：症例検討会

• 聴講３回＝１コマ：本要件では１コマ分が履修可能

• 聴講する前に、前期研修「B-５（症例報告・発表の仕方）」の履修が必要

• 後期研修「E：領域別研修（事例）」は、下記のどちらで聴講しても構わない

→「都道府県理学療法士会が主催する症例検討会」

→「都道府県理学療法士会が承認した症例検討会」

→「日本理学療法士協会が主催する症例検討会」 2025年度より追加



前期研修（D‐２）の受講：症例検討会



前期研修（D‐２）の受講：症例検討会





後期研修A・B・C・D・E・F（51コマ）

・原則eラーニング（⼀部対面あり）
・費用：⼀部有料
・申込：必要



後期研修：受講費

•受講費：1コマ＠300円

•セット価格＠2,000円（含まれる講義29コマ）

•セット価格はeラーニングのみに設定された価格

• A、C-1～C-4はセットには含まれない

• E-1～E-3 症例検討会（事例）：無料

①「都道府県理学療法士会が主催する症例検討会」

②「都道府県理学療法士会が承認した症例検討会」

③「日本理学療法士協会が主催する症例検討会」



E：領域別研修（事例）：症例検討会

士会 「承認」 士会 「主催」
開催頻度 主催者の判断 年5回（年度により変更あり）

主催者 各所属施設/ブロック 本会 新人教育部

事前申請方法 登録理学療法士が申請 マイページからの申請

当日参加方法 JPTAアプリによるQRコードの読み取り

参加費 無料

症例検討会の時間 30分/1症例 以上

修了するまでに必要な参加症例数 発表 → 1コマ 聴講 → 1/3コマ

E-1：神経系理学療法学（2コマ）
E-2：運動器障害系理学療法学（2コマ）
E-3：内部障害系理学療法学（2コマ）



神奈川県理学療法士会ルール
①演題タイトル（仮でも可）
②発表者名
③おおよその参加人数

2週間前までに申請をお願いします！

https://pt-kanagawa.or.jp/members/education/16733/


E：領域別研修（事例）：症例検討会

•各所属施設で実施した症例検討会を後日（数年後）、

士会「主催」症例検討会にて発表しても「可」
→後期研修は3年目以上だが、各所属施設での症例発表は

1～2年目での実施が多い

•学会等で発表した演題（症例報告）でも「可」
→学会では2重投稿（発表）は厳禁

士会「主催」・「承認」どちらでも「可」







認定理学療法士・専門理学療法士の考え方

• 認定理学療法士は臨床実践分野において秀でている理学療法士とし、

認定看護師教育を模倣した仕組みとする

• 専門理学療法士は学問的指向性の高い理学療法士として、リハビリ

テーション医学会等の専門医制度を模倣した仕組みとする

• 階層性ではなく、並列性とする



認定理学療法士：21領域

•脳卒中
•神経筋障害
•脊髄障害
•発達障害
•運動器
•切断
•スポーツ理学療法
•徒手理学療法

•循環
•呼吸
•代謝
•地域理学療法
•健康増進・参加
•介護予防
•補装具
•褥瘡・創傷ケア

•疼痛管理

•臨床教育

•管理・運営

•学校教育



専門理学療法士：13領域

•基礎理学療法

•神経理学療法

•小児理学療法

•運動器理学療法

•スポーツ理学療法

•心血管理学療法

•呼吸理学療法

•糖尿病理学療法

•地域理学療法

•予防理学療法

•支援工学理学療法

•物理療法

•理学療法教育



総括

•登録理学療法士はジェネラリストとして位置づけられている

•前期・後期研修は最短５年をかけ、登録理学療法士になる

• 前期研修の実地研修は、施設会員代表者に確認して進める

• 後期研修の症例検討会は必須であり、30分以上の開催が必要

•認定・専門理学療法士はスペシャリストとして位置づけられている

• これらは並列であり、ともに継続的な5年更新が必要である

https://youtu.be/L-kjEekjAn4
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